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【
葛
飾
・

書
記
・
小
藤

隆
之
通
信

員
】
4
月
10

日
、
葛
飾
支

部
第
69
回
定

期
大
会
を
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ

か
つ
し
か
で

開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者

は
、
本
部
来

賓
を
含
め
て

1
0
9
人
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
た
め
、
通
常
よ
り
参
加
者
を
少

な
く
し
、
間
隔
を
取
り
な
が
ら
、

久
し
ぶ
り
の
1
日
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
①
分
会
組
織
の
再

編
成
お
よ
び
支
部
・
分
会
・
群
の

役
員
体
制
の
確
立
、
②
組
織
実
増

に
向
け
た
拡
大
行
動
の
推
進
、
③

公
契
約
条
例
の
実
現
、
災
害
協
定

の
具
体
化
、
支
部
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
充
実
の
3
大
柱
と
し
て

新
年
度
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
決
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
7
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
専
門
部
ご
と

の
議
論
を
進
め
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
及
川
光
太
郎
。
副
委
員
長
・
益

子
栄
治
、
千
葉
修
央
、
土
屋
忍
、

佐
藤
智
夫
。
書
記
長
・
小
藤
隆
之
。

書
記
次
長
・
山
屋
英
、
深
谷
隆
行
、

沼
美
幸
。

【
三
鷹
武
蔵
野
・
書
記
・
三
澤

克
己
通
信
員
】
三
鷹
武
蔵
野
支
部

で
は
、
4
月
10
日
、
武
蔵
野
市
ス

イ
ン
グ
ホ
ー
ル
「
レ
イ
ン
ボ
ー
サ

ロ
ン
」
に
て
第
8
回
定
期
大
会
を

開
催
。
90
人
の
代
議
員
が
出
席
、

7
人
か
ら
委
任
状
の
提
出
が
あ

り
、
合
計
97
人
の
参
加
で
し
た
。

昨
年
度
の
経
過
に
つ
い
て
、
①

春
・
秋
の
拡
大
月
間
で
月
間
目
標

達
成
し
、
組
織
実
増
へ
の
足
が
か

り
が
で
き
た
、
②
建
設
ア
ク
シ
ョ

ン
2
年
目
を
迎
え「
月
次
支
援
金
」

な
ど
相
談
活
動
を
組
合
内
外
へ
広

げ
た
、③
6
月
に「
住

宅
デ
ー
」
を
6
会
場

で
開
催
、
地
域
住
民

か
ら
喜
び
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
、
な
ど
の

成
果
と
到
達
を
確

認
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

2
0
2
0
年
度
に
繰

り
越
し
と
な
っ
た
運

動
資
金
に
つ
い
て
支

部
会
館
建
設
の
借
入

金
の
繰
り
上
げ
返
済

に
充
て
る
こ
と
を
提

案
、
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
議
案
に
対
し
て

は
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た
要
望
・

意
見
書
に
加
え
て
、
参
加
し
た
代

議
員
か
ら
も
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

仲
間
へ
の
相
談
活
動
を
継
続
し
な

が
ら
、
後
継
者
育
成
と
基
礎
組
織

の
確
立
強
化
に
全
力
を
あ
げ
て
い

く
こ
と
を
確
認
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
新

四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長
・
島

村
新
。
副
委
員
長
・
高
橋
公
二
、

須
藤
功
、
渡
辺
義
久
。
書
記
長
・

渡
邊
和
彦
。
書
記
次
長
・
佐
々
木

建
、
永
原
蔵
人
、
三
澤
克
己
。

基調報告する渡邊書記長

功労者を表彰

【
台
東
・

書
記
・
松
村

健
司
通
信

員
】
4
月
10

日
、
台
東
区

民
会
館
に
お

い
て
、
第
65

回
定
期
大
会

を
32
人
の
参

加
で
開
催
し

ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
本

部
よ
り
千
葉

常
任
中
執
と

吉
川
書
記
を

招
き
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ

る
中
に
お
い
て
も
仲
間
と
の
つ
な

が
り
を
切
ら
さ
な
い
思
い
で
建
設

ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
ま
た

新
た
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
認
定
登
録
機

関
と
な
り
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

め
ざ
し
て
き
た
こ
と
、
住
宅
デ
ー

を
春
か
ら
秋
に
日
程
を
変
更
し
て

2
年
ぶ
り
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た

こ
と
が
小
久
保
書
記
長
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ

の
感
染
防
止
対
策
に
引
き
続
き
留

意
し
つ
つ
、組
織
強
化
に
取
組
み
、

拡
大
目
標
の
達
成
と
実
増
を
め
ざ

す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
新
執

行
部
を
代
表
し
て
寺
山
委
員
長
か

ら
、
建
設
従
事
者
の
仕
事
と
く
ら

し
を
支
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
よ
り
脅
か
さ
れ
て
い
る

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
新
四
役
は
次

の
通
り
。
委
員
長
・
寺
山
邦
裕
。

副
委
員
長
・
遠
藤
秀
明
、
齋
藤
誠
、

島
貫
浦
二
。
書
記
長
・
小
久
保
篤
。

書
記
次
長
・
松
村
健
司
。

【
調
布
・
書
記
・
井
上
裕
行
記
】

4
月
3
日
、
支
部
会
館
で
代
議
員

定
数
を
大
幅
に
縮
小
し
、
39
人
の

代
議
員
出
席
で
調
布
支
部
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き

る
こ
と
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
の
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
苦
し

い
な
が
ら
も
10
年
連
続
で
支
部
最

高
現
勢
を
更
新
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
方
針
と
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
結
集
の
人
数

と
回
数
に
工
夫
を
設
け
、
支
部
と

専
門
部
は
少
人
数
で
複
数
回
の
学

習
会
を
行
な
う
こ
と
を
重
点
の
目

的
に
し
て
い
き
ま
す
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
佐
藤
眞
理
子
。
副
委
員
長
・
横

山
秀
夫
、
川
口
敏
彦
、
冨
士
勲
、

粕
谷
武
洋
、
伊
野
里
美
。
書
記
長

・
北
村
享
一
。
書
記
次
長
・
永
井

駿
介
、
井
上
裕
行
。

【
足
立
・
書
記
・
浪
江
紀
之
通

信
員
】
4
月
10
日
、
足
立
支
部
会

館
に
て
「
第
69
回
足
立
支
部
定
期

大
会
」
を
総
勢
62
人
の
参
加
で
と

り
行
な
い
ま
し
た
。

特
徴
的
だ
っ
た
の
が
3
つ
の
特

別
報
告
で
す
。
最
初
に
、
佐
々
木

教
育
宣
伝
部
長
よ
り
3
年
連
続
の

本
部
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
機
関
紙

賞
受
賞
に
つ
い
て
「
仲
間
の
力
で

成
り
立
っ
て
い
る
」
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
次
に
、
堤
税
金
経
営

対
策
部
長
よ
り
5
0
0
人
超
の
仲

間
の
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
金
の
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
と
の
報
告
が
な

さ
れ
、
困
っ
た
ら
ま
ず
は
組
合
に

相
談
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
第
59
回
技
能

五
輪
全
国
大
会
に
出
場
し
た
関
根

さ
ん
よ
り
、
土
建
の
歴
史
上
初
と

な
る
組
合
員
の
「
グ
ラ
ン
プ
リ
獲

得
」
に
つ
い
て
報
告
と
応
援
へ
の

御
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
真
木
泰
久
。
副
委
員
長
・
波
平

永
、
小
野
清
、
國
府
谷
英
明
、
村

上
勇
、
齊
藤
伸
一
。
書
記
長
・
早

川
勝
久
。
書
記
次
長
・
松
井
良
典
、

大
久
保
努
、
栗
原
知
也
、
本
多
伸

行
。

【
狛
江
・
書
記
・
牧
岡
善
隆
記
】

狛
江
支
部
で
は
、
4
月
10
日
、
支

部
会
館
に
お
い
て
、
第
52
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、全
体
で
38
人（
代

議
員
30
人
、
委
任
状
20
通
）
の
参

加
が
あ
り
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
か
ら
参
加
人
数
を
し

ぼ
り
、
短
縮
開
催
と
し
ま
し
た
。

本
来
な
ら
、組
織
や
財
政
課
題
、

相
談
業
務
を
発
展
さ
せ
る
事
な
ど

を
議
論
し
あ
い
、
分
散
会
な
ど
も

通
し
て
率
直
な
意
見
な
ど
の
集
約

も
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

人
命
第
一
を
考
え
、
組
織
と
し
て

は
早
急
に
1
5
0
0
人
現
勢
を
回

復
す
る
、
産
業
対
策
部
門
は
、
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
登

録
者
の
拡
大
や
公
契
約
条
例
の
制

定
な
ど
、
目
標
を
明
確
に
し
、
厳

し
い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
団
結
し

て
い
こ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し

た
。昨

年
度
は
1
年
間
か
け
て
分
会

再
編
を
行
な
い
、
3
分
会
減
り
ま

し
た
が
、
組
合
員
は
減
ら
さ
ず
、

更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
活
動
を

し
て
い
く
と
し
、
全
て
の
議
案
等

を
承
認
し
、終
了
と
な
り
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
宗
像
勇
。
副
委
員
長
・
塩
野
昌

一
、
田
波
和
也
、
蒲
原
大
助
。
書

記
長
・
牧
岡
善
隆
。

【
文
京
・
書
記
・
太
田
至
豪
通

信
員
】
文
京
支
部
第
69
回
定
期
大

会
は
4
月
10
日
に
東
京
労
働
会
館

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
ま
ん
延
が

続
く
中
、
規
模
を
縮
小
し
て
、
参

加
45
人
、
委
任
状
26
通
に
よ
り
過

半
数
に
達
し
成
立
し
ま
し
た
。

文
京
支
部
結
成
70
周
年
の
節
目

と
な
る
2
0
2
2
年
は
、
約
20
年

ぶ
り
に
支
部
青
年
部
長
が
選
出
さ

れ
、飯
塚
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
事
業
所
分
会
の
分
会
長
に

も
後
継
者
世
代
の
事
業
主
で
あ
る

浅
野
さ
ん
が
就
任
。
新
た
な
時
代

に
向
け
た
第
一
歩
を
、
新
し
い
メ

ン
バ
ー
を
迎
え
て
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

組
織
強
化
の
取
り
組
み
で
は
、

住
宅
デ
ー
や
ま
ち
の
救
助
隊
チ
ー

ム
ナ
マ
ズ
等
の
産
業
運
動
と
リ
ン

ク
さ
せ
な
が
ら
、
各
分
会
1
人
以

上
の
新
た
な
若
手
役
員
の
掘
り
起

こ
し
を
行
な
う
こ
と
、
ま
た
分
会

後
継
者
部
長
の
複
数
体
制
を
作

り
、
分
会
・
群
の
活
性
化
を
進
め

る
こ
と
で
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長
・

菅
原
学
。
副
委
員
長
・
大
谷
隆
司
、

伊
関
伸
二
、
奥
村
歳
久
、
大
澤
祥

治
。
書
記
長
・
野
本
章
平
。
書
記

次
長
・
永
堀
瑞
樹
、
太
田
至
豪
。

【
荒
川
・

書
記
・
船
橋

賢
一
通
信

員
】
荒
川
支

部
は
4
月
10

日
、
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東

京
で
第
74
回

定
期
大
会
を

開
催
。
代
議

員
31
人
、
来

賓
1
人
、
書

記
局
4
人
の

39
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

支
部
を
代
表
し
て
津
田
委
員
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
「
昨
年
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
活
動
が
制

限
さ
れ
、
事
業
所
の
大
量
脱
退
な

ど
も
重
な
り
、
大
幅
に
組
織
を
減

ら
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
要
求
実

現
の
た
め
に
組
織
を
ふ
や
し
て
い

く
こ
と
が
課
題
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
は
市
民
が
犠
牲
に
な
っ
て
い

ま
す
。
平
和
な
社
会
を
追
求
す
る

と
と
も
に
、
仲
間
の
生
活
を
守
る

た
め
に
、
2
0
0
0
人
支
部
回
復

に
向
け
て
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
姫
路
書
記
長
が
基
調
報

告
の
提
案
。
代
議
員
か
ら
は
、「
組

織
減
と
支
部
方
針
の
強
化
」、「
若

手
の
就
労
者
減
と
拡
大
へ
の
影

響
」
「
群
役
員
の
成
り
手
不
足
と

今
後
の
運
営
」
な
ど
、
組
織
課
題

の
質
問
と
要
望
が
集
中
し
ま
し

た
。新

四
役
は
以
下
の
通
り
。
委
員

長
・
津
田
宗
久
。
副
委
員
長
・
増

山
國
吉
、
五
箇
谷
日
出
雄
、
澤
元

達
雄
。
書
記
長
・
姫
路
直
樹
、
書

記
次
長
・
吉
田
和
馬
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

足
立
、荒
川
、葛
飾

文
京
、台
東

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

５
０
０
人
超
を
サ
ポ
ー
ト

足立

困
っ
た
ら
組
合
へ

３つの柱掲げる
７つの分科会で討議

拡大達成と実増
平和と民主主義守る

若
手
掘
り
起
こ
す

文京

葛
飾

青
年
部
、事
業
所
で
新
任

台
東

三鷹武蔵野

相
談
活
動
を
継
続
し

分
会
再
編
を
機
に

基
礎
組
織
の
確
立
強
化
を

組織課題に要望が集中
２０００人の回復を

狛江

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

多摩東ブロック多摩東ブロック

学
習
会
を
重
視
す
る

調布

三鷹武蔵野、狛江、調布

最
高
現
勢
更
新
を
確
信
に

荒
川


